


TREND-POINTでの作業 ドローンの整備

超小型ドローンも活用

会社概要
データ

製品活用事例 ❶

高見土地家屋調査士事務所
設　　立／1996年
代 表 者／所長 高見雅之
本　　社／青森県十和田市
事業内容／土地分筆測量、建物登記、土地境界測量ほか
〈ITH合同会社HP〉 http://www.ith-jp.com/company.html

■ドローンを活かして新市場を開拓

──これは他にも使えるんですか

高見氏●今では地権者さんとの立会いはも

ちろん、それ以外でも最高の説明＆説得ツー

ルとして無くてはならないものになっていま

す。先日、公共事業の立会のために作成した

オルソ重ね図では、現地の道路側溝が地図と

合わず、民地へ越境状態になっているのが一

目瞭然で……。官公庁の方々が「確かにそう

なっている」と驚き、ショックを受けていまし

た。また金融機関は土地家屋などの財産を査

定して融資を検討するので、やはりこの重ね

図を歓迎してくれます。査定の参考資料とし

てすごく有効なようですね。さらに、ある住宅

会社では、計画や施主への提案等に使うとい

うので、その会社の現場は全てドローンで撮

りTREND-POINTビューワーのデータで納

品しました。今度はそこの設計と現場担当の

方向けにTREND-POINTビューワーの講習

会も行う予定です。

──重ね図で新分野を開拓しておられますね

高見氏●オルソ重ね図だけでなくドローン＆

TREND-POINTで、新しい世界が見えてき

た実感があります。昨年は民間企業の依頼で

　

風力発電施設の計画用に海岸沿いの2kmの

土地を1人でドローンを使って撮影し、国道か

ら海まで3次元化しました。また福島のメガ

ソーラの現場では40haの土地を3人で実働1

日半で全て計測したし、大学の依頼で三原山

の噴火口の深さ等を計測したこともあります。

まさに普通に調査士にはできない異分野や

ビッグスケールの仕事が可能になったんです。

──今後も新分野へ挑戦を？

高見氏●調査士業への応用はもちろん、たと

えば前述の三原山の噴火口計測の例など噴

火予測にも使えそうだし、観光地の3Dモデル

化なども考えられま

す。防災や観光等さ

まざまな方向へ活用

できそうです。特に

今まで航空機で予算

をかけてやっていた

ような公共事業も、

かなりの部分をド

ローンで肩代わりで

きるのではないで

しょうか。公共向けに

も活用提案していき

たいですね。

──ドローンが調査士の仕事を変えていく？

高見氏●その通りだと思います。しかも、それ

は調査士にとっては既存の測量機器とCAD

に、ドローンとTREND-POINT等のソフト類

を加えるだけで挑戦可能になります。特に若

い調査士は、これを活かして積極的に仕事を

獲得していくべきでしょう。興味のある方に

は、調査士に適したドローンの導入・運用をサ

ポートするITH合同会社のWebサイトを御勧

めします。これは私たち調査士が作った調査

士のためのドローン研究企業ですから、きっ

と参考になりますよ。
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